
シ
イ
タ
ケ
と
害
虫

　

私
た
ち
の
身
近
な
食
材
で
あ
る
シ
イ
タ
ケ
。

最
近
で
は
、
菌
床（
お
が
粉
と
栄
養
剤
を
混
ぜ
た
も
の

に
シ
イ
タ
ケ
菌
を
培
養
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
塊
）を
使
っ

た
栽
培
ハ
ウ
ス
内
で
の
栽
培
が
広
ま
り
、
一
年

を
通
し
て
収
穫
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
写
真
１

。

し
か
し
、
こ
の
ハ
ウ
ス
の
中
に
一
旦
害
虫
が
侵
入

し
て
し
ま
う
と
、
餌
や
温
度
が
安
定
し
た
環
境

の
中
で
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
増
殖
を
繰
り
返

し
、
や
が
て
は
シ
イ
タ
ケ
に
も
被
害
が
及
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
ナ
ガ
マ
ド
キ
ノ
コ
バ
エ

類（
以
下「
キ
ノ
コ
バ
エ
」）は
、
幼
虫
が
菌
床
や
シ
イ

タ
ケ
を
食
べ
る
上
に
、
シ
イ
タ
ケ
に
幼
虫
が
付
い

た
ま
ま
販
売
さ
れ
る
と
異
物
混
入
と
い
う
深
刻

な
問
題
を
引
き
起
こ
す
害
虫
で
す
写
真
２

。
森
林

総
合
研
究
所
で
は
キ
ノ
コ
バ
エ
の
防
除
に
長
年

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
発
生
を
完
全
に
抑

制
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
新
た
な
防
除
技
術
の

開
発
が
常
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

害
虫
に
寄
生
す
る
ハ
チ
を
偶
然
に
発
見

　

あ
る
と
き
私
た
ち
は
、
生
産
者
の
栽
培
ハ
ウ

ス
か
ら
キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫
を
持
ち
帰
っ
て
飼

育
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
キ
ノ
コ
バ
エ
と
は

ち
が
う
、
小
指
の
爪
の
先
く
ら
い
の
小
さ
な
ハ

チ
の
成
虫
が
出
現
す
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の

で
す
。
こ
の
ハ
チ
に
キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫
を
与

え
る
と
、
ハ
チ
は
急
い
で
幼
虫
に
近
寄
っ
て
い

き
、
尾
端
に
あ
る
針
の
よ
う
な
産
卵
管
を
突
き

刺
し
ま
し
た
写
真
３

。
産
卵
管
を
突
き
刺
さ
れ

た
キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫
は
、
一
時
的
に
動
か
な

く
な
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
再
び
動
き

出
し
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
餌
を
食

べ
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
数
日
後
、
幼
虫
が
つ

く
っ
た
蛹
か
ら
は
キ
ノ
コ
バ
エ
で
は
な
く
、
ハ

チ
の
成
虫
が
出
現
し
ま
し
た
。
ハ
チ
の
分
類
の

専
門
家
に
よ
り
、
こ
の
ハ
チ
は
、
ハ
エ
ヒ
メ
バ

チ
亜
科
に
属
す
る
シ
イ
タ
ケ
ハ
エ
ヒ
メ
バ
チ

（Orthocentrus brachycerus

）
と
い
う
寄
生
バ
チ

と
特
定
さ
れ
ま
し
た
［
▼
註
１
］。

寄
生
バ
チ
は
キ
ノ
コ
バ
エ
の
増
殖
を
抑
え
る

　

私
た
ち
は
、
実
験
用
の
模
擬
栽
培
ハ
ウ
ス
に

こ
の
寄
生
バ
チ
を
放
し
、
キ
ノ
コ
バ
エ
に
対
す

る
防
除
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
棚
に
並
べ
た

菌
床
の
上
に
キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫
を
放
し
、
寄

生
バ
チ
を
放
す「
ハ
チ
あ
り
区
」と
、
寄
生
バ
チ

を
放
さ
な
い「
ハ
チ
な
し
区
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫
へ
の
影
響
を
調
査
し
た
結

果
、「
ハ
チ
あ
り
区
」で
は
、「
ハ
チ
な
し
区
」に
比

べ
て
蛹
に
ま
で
成
長
し
た
キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫

数
が
明
ら
か
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
観
察
を
継
続
し
、
次
世
代
の
キ
ノ
コ

バ
エ
の
幼
虫
数
を
調
べ
る
と
、「
ハ
チ
あ
り
区
」で

は「
ハ
チ
な
し
区
」に
比
べ
て
、
お
よ
そ
98
％
も

キ
ノ
コ
バ
エ
の
幼
虫
の
増
殖
を
抑
制
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
図
１

。

全
国
に
分
布
す
る
寄
生
バ
チ

　

最
近
の
調
査
で
は
、
こ
の
寄
生
バ
チ
以
外
に
も

写真１　菌床シイタケ栽培
　

写真２　ナガマドキノコバエ類の幼虫（左）と成虫（右）
　

図２　キノコバエに寄生するハエヒメバチ類が確認された
　　　菌床シイタケ栽培施設がある地域
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研究の森から
害虫から
シイタケを守る
小さなハチ



同
じ
よ
う
に
キ
ノ
コ
バ
エ
に
寄
生
す
る
近
縁
種

が
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
が
国
内
に
広
く
分
布
し

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
図
２

。
キ
ノ

コ
バ
エ
と
寄
生
バ
チ
は
、
普
段
は
野
外
に
お
い

て
、「
食
う
―
食
わ
れ
る
」
と
い
う
種
間
の
関
係

を
築
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
キ
ノ
コ
バ

エ
が
増
殖
し
て
い
る
栽
培
ハ
ウ
ス
に
寄
生
バ
チ

が
侵
入
す
る
と
、
ハ
ウ
ス
の
な
か
で
も
種
間
の

関
係
が
維
持
さ
れ
、
寄
生
バ
チ
は
キ
ノ
コ
バ
エ

の
天
敵
と
し
て
は
た
ら
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
天
敵
と
し
て
は
た
ら
い
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
周
囲
の
自
然
環
境
に
生
息
す
る
寄
生
バ
チ

だ
け
を
ハ
ウ
ス
に
呼
び
込
み
、
寄
生
バ
チ
が
ハ

ウ
ス
内
で
十
分
に
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
は
、
寄
生
バ
チ
の
自
然
環
境
に
お
け
る

生
態
や
寄
生
能
力
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
寄
生
バ
チ
を
誘
引
し
定
着
さ
せ
る
因
子

お
よ
び
生
存
期
間
や
産
卵
能
力
を
向
上
さ
せ
る

餌
条
件
な
ど
を
解
明
し
、
実
用
的
な
害
虫
防
除

法
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

図１　シイタケハエヒメバチによる防除効果を検証した実験の結果
ハチを放した実験区では、キノコバエの蛹数、次世代のキノコバエ幼虫数が顕著に低下した。

グラフ中の黒いバーは標準偏差を示し、統計学的に有意な差があることがわかった。

写真３　ナガマドキノコバエ類の幼虫に
寄生するシイタケハエヒメバチの雌成虫
針のような産卵管（白矢印）を幼虫に突き刺し、

産卵している。

▶註1 ：シイタケハエヒメバチ

2019年当時、本種は未記載種（新種）の可

能性が高かったが、2020年韓国のグルー

プにより報告された論文に、本種と同じ分

類的特徴を持つ種が記載された。これを受

けて同2020年、私たちが発見したハチは、

日本初記載種として報告した。

円グラフは、最高寄生率70%

を超える地域。灰色部分はナ

ガマドキノコバエの成虫がで

てきたことを示す。

図２　キノコバエに寄生するハエヒメバチ類が確認された
　　　菌床シイタケ栽培施設がある地域
　

は、これまでに
ハエヒメバチ類がみつかった地域

大分県日田市
最高寄生率80%

群馬県富岡市
最高寄生率80%

群馬県藤岡市
最高寄生率70%

A）蛹にまで成長したキノコバエの数

ハチなし区 ハチなし区ハチあり区 ハチあり区

5mm

B）次世代のキノコバエの幼虫数

蛹
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幼
虫
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頭
）
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17 シリーズ◉研究の森から

Q1. なぜ研究者に？
　子どものころから生きものに携わる仕事を

したいと思っていましたが、まさか自分が昆

虫の研究者になるなんて、夢にも思いません

でした。学部のときに出会った先生や先輩に

導かれて、研究テーマにのめり込むうち、こ

れを職にできたら素敵だなと思い、「研究者」

という仕事を意識するようになりました。

Q2. 影響を受けた本や人など
　子どもの頃に買ってもらった「鳥の生態図

鑑」は今も大切にもっています。当時は鳥が大

好きで、子育てや求愛行動など生態を知ること

に強い興味をもっていました。今も、昆虫の行

動や生態を知ることが好きなので、その点は昔

から変わっていないと思います。

Q3. いまホットなマイテーマは？　

　面白いと思う現象をみつけて、進化的に起

こり得そうなストーリーをつけて説明するこ

とができると楽しいです。どんなに小さな発

見でも、今この瞬間、世界のなかで私しか気

がついていない現象があると思うと、何とも

言えない昂揚感に包まれます。

Q4. これからの抱負
　研究は、期待通りの結果が得られたときも

楽しいですが、自分が予想もしていなかった

ところにも面白さが潜んでいると思うので、

そこに気づける目を養っていきたいものです。

向井 裕美 Mukai Hiromi　

森林昆虫研究領域


